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組合員の購読料は組合費のなかに含まれています

１１００
・・
１１５５
全全
国国
統統
一一

行行
動動
でで
決決
起起

生
活
破
壊
を
も
た
ら
す
史
上

最
悪
の
マ
イ
ナ
ス
勧
告
と
、
現

業
賃
金
削
減
を
ゆ
る
す
な
と
１０

月
１５
日
、「
１０
・
１５
自
治
労
連
・

現
業
全
国
統
一
行
動
」
が
と
り

く
ま
れ
ま
し
た
。

愛
知
で
は
、名
古
屋
市
職
労
、

名
水
労
、
春
日
井
市
職
労
、
瀬

戸
市
職
労
が
決
起
集
会
。
豊
川

市
職
労
、
長
久
手
町
職
労
、
中

水
労
、
半
田
市
職
、
犬
山
市
職

労
、
岩
倉
市
職
な
ど
が
早
朝
宣

伝
や
意
思
統
一
学
習
会
、
職
場

決
議
を
と
り
く
み
ま
し
た
。

今
後
各
単
組
は
、
使
用
者
責

任
の
追
及
と
「
労
使
合
意
で
解

決
を
は
か
る
」こ
と
を
確
認
し
、

交
渉
の
山
場
と
な
る
第
２
次
交

渉
ゾ
ー
ン（
１１
月
９
日
〜
１３
日
）

で
、
臨
時
・
非
常
勤
の
均
等
待

遇
、
処
遇
改
善
を
含
む
前
進
回

答
を
引
き
出
す
こ
と
に
し
て
い

ま
す
。

上、名古屋市職労 右上、春
日井市職労 右下、瀬戸市職
労 左下、名水労

国国
はは
、、「「
介介
護護
職職
員員
のの
処処
遇遇
改改
善善
・・
拠拠
点点
整整
備備
」」
をを
行行
うう
とと

しし
てて
、、
３３
９９
２２
３３
億億
円円
（（
事事
業業
費費
））
をを
、、「「
介介
護護
職職
員員
のの
処処
遇遇

改改
善善
等等
をを
行行
うう
事事
業業
者者
にに
対対
しし
、、
１１００
月月
かか
らら
、、
１１
人人
ああ
たた
りり
のの

賃賃
金金
・・
平平
均均
月月
額額
１１
万万
５５
００
００
００
円円
引引
きき
上上
げげ
るる
金金
額額
をを
３３
年年

間間
助助
成成
」」すす
るる
とと
しし
まま
しし
たた
。。
ここ
のの
交交
付付
金金
のの
活活
用用
にに
つつ
いい
てて
、、

自自
治治
体体
一一
般般
豊豊
橋橋
市市
福福
祉祉
事事
業業
会会
分分
会会
のの
副副
分分
会会
長長
でで
保保
育育
士士

のの
杉杉
浦浦
伸伸
枝枝
ささ
んん
にに
おお
話話
をを
うう
かか
がが
いい
まま
しし
たた
。。
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自自治治体体一一般般豊豊橋橋市市福福祉祉事事業業会会分分会会

今
、
介
護
職
場
は
他
の
職
種

に
く
ら
べ
、
賃
金
は
安
く
、
労

働
条
件
も
悪
い
た
め
、「
介
護

離
れ
」
が
進
み
、
深
刻
な
人
手

不
足
が
進
行
し
て
い
ま
す
。
豊

橋
市
福
祉
事
業
会
分
会
で
も
、

法
人
内
の
一
部
の
施
設
の
財
政

状
況
が
厳
し
い
等
を
理
由
に
、

地
域
手
当
や
賞
与
の
削
減
が
行

わ
れ
ま
し
た
。「
職
員
は
生
活

が
大
変
で
、
家
族
を
養
う
の
も

や
っ
と
と
い
う
声
が
聞
か
れ
ま

す
」
と
杉
浦
さ
ん
。

組
合
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、

職
員
の
１
／
３
が
疲
労
蓄
積
度

が
高
い
と
出
て
、
メ
ン
タ
ル
不

全
直
前
の
職
員
が
潜
在
的
に
い

る
と
い
い
ま
す
。
し
か
し
、
職

員
は
大
変
な
な
か
で
も
「
利
用

者
に
喜
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
に

と
、
が
ん
ば
っ
て
い
る
ん
で

す
」
と
介
護
・
福
祉
職
場
の
厳

し
い
実
態
を
語
り
ま
す
。

こ
う
し
た
実
態
の
中
で
制
度

化
さ
れ
た
「
介
護
職
員
処
遇
改

善
交
付
金
」
は
「
介
護
職
員
」

し
か
活
用
で
き
な
い
こ
と
や
、

３
年
間
と
い
う
期
限
付
き
の
問

題
も
あ
り
ま
す
が
、
少
し
で
も

処
遇
改
善
に
役
立
た
せ
、
人
材

確
保
と
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に
つ

な
が
る
よ
う
に
と
、
分
会
は
、

法
人
に
要
求
書
を
提
出
し
ま
し

た
。
そ
の
内
容
は
、
交
付
金
が

う
け
ら
れ
る
よ
う
申
請
を
行
う

こ
と
。
非
正
規
職
員
に
も
正
規

職
員
と
均
等
に
改
善
を
行
う
こ

と
。
交
付
金
の
配
分
や
申
請
の

内
容
は
、
労
働
組
合
と
協
議
す

る
こ
と
、
と
し
ま
し
た
。
し
か

し
、
法
人
は
、「
平
成
２１
年
度

に
つ
い
て
申
請
は
し
な
い
」「
交

付
金
が
一
部
の
職
員
に
対
し
て

で
あ
り
、
職
員
間
で
の
不
均
衡

を
調
整
で
き
な
い
」
と
回
答
し

て
き
ま
し
た
。

「
確
か
に
、
交
付
金
に
は
使

途
制
限
が
か
か
っ
て
い
ま
す

が
、
自
立
支
援
報
酬
の
５
・
１

％
ア
ッ
プ
に
は
制
限
が
あ
り
ま

せ
ん
。
政
府
の
説
明
で
も
、『
介

護
福
祉
職
員
以
外
の
処
遇
改
善

に
つ
い
て
は
、
介
護
報
酬
・
自

立
支
援
報
酬
改
定
等
を
活
用
し

対
応
さ
れ
た
い
』
と
明
記
さ
れ

て
い
る
」
と
、
当
局
の
姿
勢
を

批
判
し
ま
す
。

そ
し
て
、「
福
祉
の
仕
事
は
、

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
重
要
で
す
。

法
人
は
不
均
衡
を
調
整
で
き
な

い
か
ら
申
請
し
な
い
と
し
て
い

ま
す
が
、
申
請
し
な
け
れ
ば
、

こ
の
間
の
運
動
の
成
果
を
す
て

て
し
ま
う
に
等
し
い
」と
語
り
、

「
法
人
に
は
、
職
員
が
が
ん

ば
っ
て
い
る
姿
に
こ
た
え
て
も

ら
い
、
少
し
で
も
み
ん
な
が
改

善
さ
れ
る
よ
う
に
が
ん
ば
り
ま

す
」と
語
っ
て
い
ま
す
。

福
祉
労
働
者
は
精
い
っ
ぱ
い
が
ん
ば
っ
て
い
る
と
杉
浦
さ
ん

県市町村課交渉

県
本
部
は
１０
月
２１
日
、
秋
季

年
末
要
求
で
、
県
市
町
村
課
交

渉
を
行
い
ま
し
た
。

県
本
部
か
ら
「
市
町
村
の
賃

金
の
引
き
下
げ
に
固
執
す
る
の

で
は
な
く
、
ラ
ス
１
０
０
以
下

な
ど
低
い
と
こ
ろ
へ
技
術
的
援

助
を
す
べ
き
」
と
の
追
求
に
対

し
、
県
は
「
国
と
の
差
が
広
が

ら
な
い
よ
う
に
し
た
い
。
１
０

０
以
下
の
市
町
村
は
、
１５
％
特

昇
枠
を
活
用
し
て
い
な
い
と
こ

ろ
が
多
い
。
査
定
昇
給
制
度
を

す
す
め
た
い
」
と
考
え
を
示
し

ま
し
た
。
県
本
部
か
ら
「
査
定

昇
給
は
容
認
で
き
な
い
。
違
っ

た
方
法
で
の
改
善
で
差
を
縮
め

る
べ
き
」
と
主
張
し
ま
し
た
。

ま
た
、
県
は
、
市
町
村
へ
の

激
励
・
支
援
の
基
本
を
「
地
公

法
の
趣
旨
に
添
っ
た
運
用
の
徹

底
」
で
あ
る
と
し
、「
地
域
の

実
情
と
住
民
の
理
解
が
重
要
」、

「
勤
務
条
件
に
関
わ
る
問
題
で

は
、
労
使
で
の
十
分
な
協
議
は

当
然
」
と
表
明
し
ま
し
た
。

県
本
部
か
ら
「
住
民
の
理
解

が
国
準
拠
で
あ
る
な
ら
ば
労
使

協
議
の
余
地
が
な
く
な
る
。
現

行
の
給
与
制
度
は
、給
与
条
例
・

関
係
規
則
が
議
会
で
可
決
さ
れ

て
い
る
の
で
住
民
の
理
解
が
得

ら
れ
て
い
る
は
ず
。
議
会
軽
視

と
あ
わ
せ
て
自
治
体
へ
の
介
入

で
は
な
い
か
」
と
追
求
し
ま
し

た
。

自
宅
に
係
る
住
居
手
当
に
つ

い
て
、「
廃
止
を
基
本
に
見
直

し
を
求
め
る
」
こ
と
に
固
執
し

て
い
た
県
に
対
し
て
、
人
事
院

の
人
勧
説
明
会
で
、
人
事
院
の

「
国
と
地
方
自
治
体
の
実
態
が

違
う
こ
と
は
承
知
し
て
い
る
。

む
し
ろ
民
間
企
業
は
地
方
自
治

体
の
方
が
近
い
性
格
。
国
が
な

く
し
た
か
ら
地
方
も
な
く
せ
と

い
う
立
場
で
な
い
」
と
し
た
主

張
を
県
側
に
伝
え
、
姿
勢
を
改

め
る
こ
と
を
求
め
ま
し
た
。

非
常
勤
職
員
の
忌
引
等
の
人

事
院
規
則
の
改
正
な
ど
の
積
極

面
を
市
町
村
に
も
十
分
徹
底

し
、
改
善
を
強
く
申
し
入
れ
、

交
渉
を
終
了
し
ま
し
た
。
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愛
労
連
、
愛
商
連
、
自
治
労

連
な
ど
８
団
体
が
主
催
し
た
、

「
格
差
社
会
と
地
方
自
治
」
を

考
え
る
学
習
交
流
集
会
が
１０
月

１８
日
、
名
古
屋
市
内
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

記
念
講
演
は
、
反
貧
困
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
代
表
、
派
遣
村
名
誉

村
長
で
弁
護
士
の
宇
都
宮
健
児

さ
ん
が
「
反
貧
困
運
動
と
地
方

自
治
体
へ
の
期
待
」
と
題
し
て

講
演
。
宇
都
宮
さ
ん
は
、
貧
困

は
な
か
な
か
見
え
に
く
い
が
、

年
越
し
派
遣
村
の
と
り
く
み
に

よ
っ
て
、
一
気
に
目
に
見
え
る

形
に
な
っ
た
と
指
摘
。「
日
本
は

生
活
大
国
で
あ
り
な
が
ら
貧
困

大
国
に
な
っ
て
お
り
、
結
婚
で

き
な
い
労
働
者
が
大
企
業
の
中

に
も
で
て
き
て
い
る
。
国
は
貧

困
率
の
調
査
を
行
い
、
貧
困
の

削
減
目
標
を
掲
げ
る
べ
き
だ
」

と
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、「
地

方
自
治
体
は
色
々
な
セ
ク
シ
ョ

ン
を
持
っ
て
お
り
、
各
部
局
が

機
能
を
一
丸
と
な
っ
て
や
れ
ば

対
策
は
で
き

る
。
そ
れ
を
ワ

ン
ス
ト
ッ
プ
で

や
る
必
要
が
あ

る
」と
自
治
体

へ
の
期
待
を
語

り
ま
し
た
。

各
団
体
報
告

と
し
て
、「
生

活
保
護
問
題
」

を
弥
冨
市
議
の

三
宮
さ
ん
、「
子

ど
も
の
貧
困
問

題
」
を
名
古
屋

市
職
労
の
桐
村

さ
ん
、「
労
働

者
の
状
態
と
労
働
組
合
の
た
た

か
い
」を
愛
労
連
の
吉
良
さ
ん
、

「
金
属
加
工
業
者
、
製
造
業
者

の
実
態
」
を
愛
商
連
の
河
村
さ

ん
が
そ
れ
ぞ
れ
報
告
。

桐
村
さ
ん
は
、
母
子
世
帯
な

ど
で
は
ダ
ブ
ル
ワ
ー
ク
も
し
て

お
り
、
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト

と
し
て
の
保
育
所
の
役
割
、
子

ど
も
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る

場
の
確
保
が
必
要
と
述
べ
、
保

育
士
が
登
園
困
難
な
子
ど
も
を

迎
え
に
行
く
な
ど
す
る
中
で
、

職
員
が
プ
ラ
ス
指
向
に
な
り
、

お
母
さ
ん
が
人
間
力
を
つ
け
て

い
く
こ
と
が
、
働
く
喜
び
に

な
っ
て
い
る
と
紹
介
し
ま
し

た
。ま

た
、
愛
労
連
の
吉
良
さ
ん

は
、ト
ヨ
タ
で
の
期
間
工
切
り
、

三
菱
電
機
で
の
６
年
半
も
勤
務

し
て
き
た
派
遣
労
働
者
に
対
す

る
中
途
解
約
な
ど
の
違
法
解
雇

の
例
を
紹
介
し
、
１
９
４
７
年

制
定
の
職
安
法
で
労
働
者
供
給

事
業
を
禁
止
し
て
い
る
原
点
に

立
ち
戻
り
、
労
働
者
派
遣
法
を

抜
本
的
に
改
正
す
る
必
要
性
を

述
べ
ま
し
た
。

貧
困
の
削
減
目
標
示
し

安
心
で
き
る
社
会
を

「「
格格
差差
とと
地地
方方
自自

治治
」」
をを
考考
ええ
るる
学学

習習
交交
流流
集集
会会

県
本
部
青
年
部
定
期
大
会
が

１０
月
１７
日
〜
１８
日
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
初
目
は
、
平
和
学
習

が
と
り
く
ま
れ
、
ピ
ー
ス
あ
い

ち
と
守
山
駐
屯
地
や
小
牧
基

地
、
高
蔵
寺
弾
薬
庫
を
見
学
し

ま
し
た
。２
日
目
の
大
会
で
は
、

お
き
プ
ロ
報
告
会
で
、「
全
国

の
仲
間
と
つ
な
が
っ
て
い
き
た

い
」「
平
和
活
動
に
参
加
し
た

い
と
い
う
意
見
が
出
て
い
る
」

と
感
想
が
報
告
さ
れ
、
討
論
で

は
、「
他
単
組
の
と
り
く
み
に

参
加
し
て
共
同
を
広
げ
る
」（
港

職
労
）「
名
古
屋
市
職
労
の
し
ゃ

べ
り
場
を
参
考
に
し
ゃ
べ
り
場

を
や
っ
て
い
る
」（
学
事
労
）

な
ど
の
発
言
が
だ
さ
れ
、
０８
報

告
と
０９
方
針
が
賛
成
多
数
で
採

択
さ
れ
ま
し
た
。
役
員
は
、
部

長

山
本
有
香
（
名
古
屋
市
職

労
）
副
部
長

伊
藤
禎
章
（
名

水
労
）書
記
長

南

達
磨（
岩

倉
市
職
）
書
記
次
長

太
田
貴

之
（
岩
倉
市
職
）

西
尾
市
職
員
組
合
で
は
、
確

定
闘
争
の
前
進
に
む
け
現
在
、

職
場
オ
ル
グ
を
行
っ
て
い
ま

す
。
人
事
院
勧
告
や
、
勤
務
時

間
短
縮
問
題
と
、
幡
豆
郡
３
町

と
の
合
併
問
題
の
３
点
で
す
。

１０
月
８
日
か
ら
、
５
日
間
か

け
て
本
庁
職
場
を
行
っ
て
い
ま

す
。
昼
休
み
に
昼
食
を
食
べ
な

が
ら
役
員
が
説
明
を
す
る
方
式

を
と
り
ま
し
た
。

今
回
は
、
合
併
問
題
が
浮
上

す
る
中
で
行
わ
れ
て
お
り
、
今

ま
で
以
上
に
、
関
心
が
高
い
中

で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。組
合
は
、

住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
速
報
値
に

触
れ
な
が
ら
、
引
き
続
き
合
併

反
対
の
と
り
く
み
を
行
う
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
１０
月

２０
日
に
は
市
長
と
合
併
問
題
に

つ
い
て
職
場
か
ら
の
疑
問
や
意

見
を
ぶ
つ
け
、
市
民
の
立
場
で

考
え
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

職
場
オ
ル
グ
を
行
っ
て
い
ま
す

���
�����

自自治治労労連連共共済済のの
セセッットト共共済済

月月々々１１，，７７９９００円円のの掛掛金金でで病病気気入入院院
１１日日５５，，００００００円円 県本部青年部定期大会

昼食をたべながら真剣にはなしをきく組合員

１０
月
７
日
、
岩
倉
市
職
は
、

新
入
職
員
の
歓
迎
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

当
日
は
台
風
が
接
近
し
て
い

て
あ
い
に
く
の
雨
模
様
と
な
り

ま
し
た
が
、
１０
月
１
日
付
で
採

用
さ
れ
た
事
務
職
４
名
の
新
入

職
員
全
員
の
参
加
と
、
新
入
職

員
の
配
属
先
と
な
る
各
職
場
か

ら
の
先
輩
職
員
な
ど
の
総
勢
２７

名
の
組
合
員
で
迎
え
、
大
い
に

会
場
が
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

新
人
さ
ん
か
ら
「
早
く
仕
事
に

慣
れ
て
、
み
な
さ
ん
の
名
前
を

覚
え
ら
れ
る
よ
う
に
が
ん
ば
り

ま
す
」
な
ど
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
感

想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

	
�
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西
尾
市
職

１０月採用と４月採用の新人が仲良くハイポーズ

岩
倉
市
職

左
の
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ

ル
を
解
き
、
解
答
お
よ
び
名

前
・
組
合
名
・
職
場
を
ハ
ガ

キ
に
書
い
て
送
っ
て
く
だ
さ

い
。
抽
選
で
１０
名
に
図
書
カ

ー
ド（
１
０
０
０
円
分
）を
贈

呈
し
ま
す
。

〒
４
６
２
�
０
８
４
５

名
古
屋
市
北
区
柳
原
３
丁
目

７
�
８

自
治
労
連
愛
知
県

本
部
教
宣
部

締
め
切
り
は

１１
月
３０
日
必
着
。
ハ
ガ
キ
に

必
ず
近
況
や
職
場
で
の
話

題
、「
あ
い
ち
の
仲
間
」
の

感
想
や
載
せ
て
ほ
し
い
話
な

ど
、書
き
添
え
て
く
だ
さ
い
。

９
９
０
号
の
答
え
は
「
キ
ャ

ン
バ
ス
」
で
し
た
。
４４
通
の
応

募
が
あ
り
全
員
が
正
解
で
し

た
。
以
下
の
方
に
図
書
カ
ー
ド

を
送
り
ま
す
。

平
野

雅
継（
名
古
屋
市
職
労
）

田
村

享
子（
名
古
屋
市
職
労
）

早
瀬

牧
子（
学
事
労
）

安
田

純
子（
長
久
手
町
職
労
）

西
村
安
季
子（
犬
山
市
職
労
）

横
幕

貴
英（
瀬
戸
市
職
労
）

山
田

浩
司（
中
水
労
）

竹
安

誠（
岩
倉
市
職
）

河
合

良
成（
豊
橋
市
職
労
）

伊
藤

友
伸（
豊
橋
市
職
労
）

クク
イイ
ズズ
のの当当

選選
者者

第３０回自治体にはたらく女性の

全国交流集会
１１月２８日�１３：００～
２９日�１２：００まで

ばしょ 千葉県教育会館


